
（別紙４）

～ R8年　2月　28日

（対象者数） 40 （回答者数） 28

～ R8年　2月　28日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ R8年　2月　28日

（対象数） 18 （回答数） 16

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・定期的な会議だけでなく、勉強会などに参加することによ

り、さらにより良い支援や対策を図ることができると考えて

いる。

2
・面談や電話、メールなどでの情報共有の頻度を増やすこと

でより細かい情報共有や支援・対策ができると考えている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問の際は、一人で行かずに経験のあるセラピストと同席

することでいろいろな場面に対応した支援や対策が可能。ま

た定期的に勉強会等に参加することで必要な知識の習得を

行っていきたい。

2

3

・PT.OT.ST.保育士の4職種が揃っていることで、それぞれ観

る視点が違うため、よりその子に適した支援を行うことができ

る。

・PT.OT.ST.保育士の4職種が定期的に会議を行い、その子に

適した支援が適切かどうか検討を行っている。

・子どもたちの親との距離が比較的近く、子どもたちの活動状

況や訪問先施設での様子などが伝えやすい環境である。

・定期的に面談や電話、メールなどで情報共有を図っている。

また、相談内容によっては支援や対策などの助言を行ってい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・PT.OT.STの3職種で計5名在籍しているが、うち2名が経験

年数3年未満のため、適切な評価ができるかが課題。

・経験年数が浅いため、必要な知識が不足していると思われ

る。

R8年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R８年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R8年　1月　15日

○事業所名 保育所等訪問支援　キッズ大地

○保護者評価実施期間 R8年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


